
 
 

2019年度事業計画書 

 

Ⅰ．研究発表会，講演会等の開催 

１．学術大会 

（１）日本心理学会第83回大会 

期日：2019年9月11日(水)―13日(金) 

会場：立命館大学大阪茨木キャンパス 

大会会長：佐藤 隆夫（立命館大学教授） 

（２）プレコンベンション学術交流会 

期日：2019年9月10日(火) 

２．公開シンポジウム 

（１）「社会のための心理学」シリーズ 

（２）「科学としての心理学」シリーズ 

（３）高校生のための心理学講座 

３．第83回大会時日本心理学会企画シンポジウム等 

４. 認定心理士の会企画シンポジウム等 

 

Ⅱ．学会誌，研究報告書及びその他の資料の刊行 

１．「心理学研究」第90巻第1号―第6号 

２．“Japanese Psychological Research” Vol.61, No.2-No.4 & Vol.62, No.1 

３．「心理学ワ－ルド」第85号―第88号 

４．「心理学叢書」の刊行 

 

Ⅲ．研究及び調査の実施 

１．大学の心理学教育に関する調査・研究 

２．会員及び認定心理士への調査 

３．心理学の歴史的資料の保存・調査 

４．オーラルヒストリーの収集 

５．シチズンサイエンスプロジェクト(認定心理士の会企画) 

 

Ⅳ．国内の学術団体との学術研究協力 

１．日本学術会議 

２．日本心理学諸学会連合 

３．日本脳科学関連学会連合 

４．人文社会科学系学協会男女共同参画推進連絡会（GEAHSS:ギース） 

５．公認心理師養成大学教員連絡協議会 

６. その他団体等との研究協力 

公認心理師の会 

医療保健福祉領域公認心理師推進協議会 

 

Ⅴ．国際的な学術研究協力 

１．国際心理科学連合(IUPsyS) 

２．国際テスト委員会(ITC) 

３．国際応用心理学会(IAAP) 



 
 

４．各国心理学会との研究協力 

MOU締結団体(締結順) 

Chinese Psychological Society (CHN) 

Korean Psychological Association (KOR) 

Australian Psychological Society (AUS) 

Psychological Society of South Africa (ZAF) 

Taiwanese Psychological Association (TWN) 

American Psychological Association (USA) 

Malaysian Psychological Association (MYS) 

Swedish Psychological Association (SWE) 

British Psychological Society (GBR) 

Psychological Association of the Philippines (PHL) 

Indonesian Psychology Association (IDN) 

Russian Psychological Society (RUS) 

National Academy of Psychology, India (IND) 

５. 日中韓シンポジウム 

６. Asia-Pacific Psychology Meeting 

 

Ⅵ．研究の奨励及び研究業績の表彰 

１．公益社団法人日本心理学会優秀論文賞の選考・授与 

２．公益社団法人日本心理学会国際賞の選考・授与 

３．公益社団法人日本心理学会学術大会優秀発表賞の選考・授与 

４．公益社団法人日本心理学会心理学ミュージアム作品賞の選考・授与 

５．シチズン・サイコロジスト奨励賞の選考・授与(認定心理士の会企画) 

６．研究集会等への支援 

７．国際会議参加者への旅費補助 

８．災害からの復興のための実践活動及び研究の助成 

９．若手の会 

 

Ⅶ．資格認定及び研修 

１．公益社団法人日本心理学会認定心理士資格の審査と授与 

２．公益社団法人日本心理学会認定心理士（心理調査）資格の審査と授与 

３．教科書等の刊行 

４．認定心理士資格と公認心理師資格の調整 

５．認定心理士の会 

６．講演会・シンポジウム・研修会 

 

Ⅷ．その他目的を達成するために必要な事業 

１．心理学の普及・啓発のための広報活動 

２．倫理規程の継続的な検討・倫理問題の解決 

３．選挙の実施 

（１）理事長・常務理事選挙の実施 

４．男女共同参画推進 

５．高校心理学教育の検討 



 
 

６．その他 

（１）100周年記念事業 

（２）ICP2016記念事業(国際委員会企画) 

（３）認定心理士30周年記念事業 

（４）部門・部会制の検討 

 

以上 


